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昨
年　

月
に
結
成
し

10

て
、
今
年
初
め
て
の
春
闘

を
迎
え
る
埼
玉
合
同
支
部

猪
野
運
送
分
会
（
写
真
）。

ド
ラ
イ
バ
ー
８
人
中
７
人

が
組
合
に
加
入
し
ま
し

た
。
要
求
討
議
に
職
場
か

ら
駆
け
つ
け
た
仲
間
が
開

口
一
番
、「
配
車
係
か
ら
早

め
に
来
て
ね
と
言
わ
れ
た

か
ら　

分
前
に
言
っ
た
ら

30

さ
、
社
長
が
文
句
を
言
う

ん
で
す
よ
。『
こ
れ
か
ら
は

残
業
代
払
わ
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
ん
だ
か
ら
』
…
。遅

れ
て
い
っ
て
文
句
言
わ
れ

る
な
ら
わ
か
る
け
ど
…
」。

組
合
結
成
に
少
々
狼
狽
気

味
の
社
長
。「
７
年
働
い
て

い
る
け
れ
ど
給
料
上
が
っ

た
記
憶
が
な
い
」「
小
さ
い

子
ど
も
が
２
人
で
す
が
、

こ
こ
の
給
料
だ
け
で
は
か

な
り
き
つ
い
で
す
ね
」。

　

一
番
の
要
求
は
「
定
期

昇
給
」
の
実
施
。
就
業
規

則
に
は
あ
る
は
ず
だ
け

ど
、
賃
金
は
す
べ
て
社
長

の
さ
じ
加
減
。

　

猪
野
運
送
分
会
の
仲
間

は
、
前
か
ら
建
交
労
を
知

っ
て
い
ま
し
た
。
雑
誌「
建

交
労
」
を
毎
月
運
ん
で
い

た
か
ら
で
す
。
埼
玉
県
三

郷
市
は
雑
誌
を
印
刷
し
て

い
る
光
陽
メ
デ
ィ
ア
の
工

場
が
あ
る
と
こ
ろ
。
猪
野

運
送
は
そ
の
工
場
か
ら
も

程
近
く
、
書
籍
等
の
輸
送

を
専
門
に
行
な
っ
て
い
ま

す
。　

安
心
し
て
い
つ
ま

で
も
働
け
る
職
場
を
…
春

闘
に
力
が
入
り
ま
す
。

解説／ＩＬＯ第１号条約　ＩＬＯ（国際労働機関）ができ
て最初に採択した条約。「工業１日８時間、週48時間労働条
約」（１９１９年）のことです。８時間労働制を定めています。

ところが、日本はこの第１号条約をいまだに批准できない
でいます。その理由は、日本の労働基準法が条約の求める
水準に達していないこと。最大の問題は３６協定です。労使

協定によって無限大の時間外労働が可能になる仕組みは
ＩＬＯ条約１号に抵触します。条約批准には同協定削除が
必要です。  「連合通信・特信版」

労
大
阪
府
本
部
と
関
西
支

部
の
共
催
で
お
こ
な
わ

れ
、
組
合
員
平
均
４
万
円

以
上
（
日
給
労
働
者
は
、

日
額
2
千
円
以
上
、
時
間

給
労
働
者
は
時
間
額
2
5

0
円
以
上
）
の
賃
金
引
き

上
げ
等
を
内
容
と
す
る
要

求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

芦
崎
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部

　

首
都
圏
運
輸
基
本
集
団

交
渉
は　

社
が
参
加
し
て

13

開
催
さ
れ
、「
ひ
と
り
平
均

４
万
円
以
上
、
だ
れ
で
も

３
万
円
以
上
の
賃
上
げ
」

な
ど
の「
統
一
要
求
書
」を

省庁要請の後、記者発表する労使の代表（1月28日）

提
出
し
ま
し
た
。　

経
営

側
代
表
の
堀
切
運
輸
・
志

村
社
長
は
「
燃
料
高
騰
で

厳
し
い
経
営
状
況
だ
が
誠

意
を
尽
く
し
て
交
渉
に
あ

た
り
た
い
」と
の
べ
、組
合

埼
玉
合
同
支
部

 

猪
野
運
送
分
会

軽
油
高
騰
対
策
と
公
正
取
引
実
現
迫
る

輸
送
の
安
全
担
保
す
る
賃
上
げ
・
時
短
を

定
期
昇
給
は
切
実
な
要
求

　

賃
金
・
労
働
条
件
改
善
、
格
差
是
正
に
む
け
た

　

春
闘
要
求
が
2
月　

日
、
各
地
で
一
斉
に
提
出

08

20

さ
れ
ま
し
た
。

全
国
で
要
求
提
出

　

建
交
労
と
関
係
す
る
経
営
者
で
構
成
す
る
建
交
労
中
央
運
輸
労
使
協
議
会

は
、
軽
油
高
騰
へ
の
実
効
あ
る
対
策
、
公
正
な
取
引
の
実
現
に
む
け
た
施
策
を

求
め
る
労
使
共
同
省
庁
要
請
を
1
月　

日
、
実
施
し
ま
し
た
。

28

首
都
圏
集
団
交
渉
で
労
組
側
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

す
る
江
文
順
一
団
長
（
２
月　

日
）

20

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制
（
燃
料

の
値
上
が
り
に
あ
わ
せ

て
自
動
的
に
運
賃
が
上

が
る
制
度
）
に
具
体
的
数

字
を
示
す
こ
と
、
コ
ス
ト

中
央
労
使
協
が
要
請
行
動

　

要
請
に
は
東
京
や
大

阪
な
ど
８
社
の
社
長
ら

と
と
も
に
青
森
か
ら
福

岡
ま
で　

都
府
県
の
組

15

合
員　

人
が
参
加
し
ま

57

し
た
。

　

原
油
高
で
ト
ラ
ッ
ク

の
燃
料
で
あ
る
軽
油
の

価
格
は
１
・
７
倍
に
高

騰
。
労
使
協
議
会
の
「
ト

ラ
ッ
ク
運
輸
取
引
動
向

ア
ン
ケ
ー
ト
」（
8
2
6

社
分
）で
は
、　

・
5
％
が

43

「
赤
字
経
営
」
と
答
え
、
値

上
が
り
分
の
運
賃
転
嫁

が
「
ま
っ
た
く
で
き
な

い
」
事
業
者
が　

・
8
％

73

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

要
請
で
は
、
国
土
交
通

省
、
総
務
省
、
経
済
産
業

省
に
対
し
、
軽
油
高
騰
へ

の
緊
急
対
策
と
し
て
軽

油
引
取
税
暫
定
税
率
の

う
ち
、　

年
に
導
入
さ
れ

93

５
年
ご
と
に
延
長
を
繰

り
返
し
年
度
末
で
期
限

を
迎
え
る
１
㍑

あ
た
り

７
円　

銭
分
の
撤
廃
を

80

求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
が
原
油
高

対
策
と
し
て
2
月
か
ら

の
実
施
を
見
込
ん
で
い

る
高
速
道
路
料
金
深
夜

割
引
の
拡
充
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
れ
を
口
実
に
し

た
荷
主
の
優
越
的
地
位

の
上
昇
を
基
に
原
価
計

算
が
簡
単
に
で
き
る
ソ

フ
ト
の
導
入
を
検
討
中
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

経
産
省
へ
は
「
下
請
適

正
取
引
推
進
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
の
全
国
規
模

で
の
早
期
整
備
を
求
め

た
の
に
対
し
、
ま
っ
た
く

進
ん
で
い
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

が
７
円　

銭
の
撤
廃

80

を
取
り
上
げ
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
要
求
で
両
者
が
一

致
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

要
請
終
了
後
の
記

者
会
見
で
日
生
流
通

運
輸
倉
庫
㈱
の
金
子

好
一
社
長
は
「
国
交
省

は
、
過
当
競
争
と
い
う

認
識
に
我
々
と
ず
れ

が
あ
る
な
ど
課
題
も

感
じ
た
が
、
現
状
を
変

え
て
い
く
考
え
は
あ

る
と
認
識
で
き
た
。
実

効
性
の
あ
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
一
歩
前

進
と
言
え
る
」
と
の
見

解
を
示
し
ま
し
た
。
岩

永
千
秋
事
務
局
長
は

「
経
営
の
危
機
的
状

況
を
理
解
し
て
も
ら

う
点
で
意
義
の
あ
る

行
動
だ
っ
た
。
軽
油
高

騰
へ
の
緊
急
対
策
と

し
て
、
暫
定
税
率
７
円

　

銭
の
廃
止
に
む
け

80労
使
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

要
請
に
先
立
ち
、
国

会
内
で
開
い
た
集
会

で
、
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部

会
の
和
渕
信
春
部
会

長
は
「
暫
定
税
率
の
撤

廃
に
社
会
的
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
今
、
要

求
を
実
現
し
て
い
こ

う
」
と
の
べ
ま
し
た
。

側
の
江
文
団
長
は
「
切
実

な
要
求
に
誠
意
を
も
っ
て

応
え
て
欲
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

大
阪
運
輸
関
連
の　

年
08

春
闘
要
求
提
出
は
、
建
交

を
乱
用
し
た
強
引
な
値

引
き
が
行
わ
れ
な
い
た

め
の
措
置
を
同
時
に
実

施
す
る
よ
う
要
請
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
懸
念
に

つ
い
て
は
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
（
全
ト
協
）
と

も
認
識
が
一
致
し
ま
し

た
。
公
正
取
引
委
員
会

は
、「
た
と
え
『
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
』
を
理
由
に
し
た

と
し
て
も
、
一
方
的
に
運

会
長
は
、
7
割
の
労
働
者

が
賃
金
引
き
上
げ
を
第
一

に
望
ん
で
い
る
と
し
て
、

統
一
要
求
の
重
点
課
題
で

あ
る
賃
金
引
き
上
げ
、
最

低
賃
金
、労
働
時
間
短
縮
、

法
令
遵
守
、「
ト
ラ
ッ
ク
大

運
動
」
な
ど
の
政
策
課
題

に
つ
い
て
趣
旨
説
明
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

適
正
取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
3
月
末
ま
で
に
ま

と
め
る
べ
く
策
定
中
と

し
て
、「
望
ま
し
い
取
引

実
例
の
普
及
促
進
、
燃
料

賃
の
引
き
下
げ
を
お
こ

な
え
ば
、『
買
い
た
た
き
』

に
該
当
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
」
と
回
答
し
ま
し

た
。

適
正
取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
中
―
国
交
省

　

国
交
省
は
、
運
賃
交
渉

と
荷
主
と
の
取
引
適
正

化
に
向
け
「
下
請
・
荷
主

者
が
共
同
で
、
経
営
環
境

の
厳
し
さ
や
経
営
の
厳

し
い
状
況
に
つ
い
て
理

解
を
求
め
る
こ
と
や
情

報
交
換
を
お
こ
な
う
こ

と
は
、
独
禁
法
の
対
象

外
」
と
の
回
答
を
得
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
初
め
て

「
不
当
廉
売
」
の
考
え
方

の
中
に
人
件
費
を
と
り

あ
げ
、「
法
的
に
規
定
さ

れ
た
最
低
限
の
も
の
（
最

低
賃
金
法
な
ど
）
は
ク
リ

ア
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

全
ト
協
は
、
暫
定
税
率

増
税
分
（
７
円　

銭
／

80

㍑
）
撤
廃
署
名
に
つ
い

て
、「
暫
定
税
率
ゼ
ロ
か

百
か
に
（
国
会
内
外
で

の
）
議
論
が
集
中
し
て
い

る
な
か
で
、
建
交
労
労
使

　

公
取
委
へ
は
、
中
小
の

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
事
業
者

が
荷
主
な
ど
に
対
し
適

正
な
運
賃
収
受
等
を
求

め
て
行
う
自
主
的
共
同

行
動
に
つ
い
て
、
カ
ル
テ

ル
規
制
や
取
り
締
ま
り

の
対
象
と
し
な
い
よ
う

要
請
。「
特
定
の
荷
主
や

元
請
企
業
に
対
し
て
、
取

引
関
係
の
あ
る
中
小
業

経
営
の
実
情
説
明
は
独
禁
法
の
対
象
外
―
公
取
委



（2） ２００8 年２月２５ 日（月）建 交 労 新 聞 ト ラ ッ ク 部 会 版 第６７号毎月1回刊2 5日発行

新刊文庫の甘～い誘い／「７３１ ―石井四郎と細菌戦部隊の
闇を暴く」／青木冨貴子著（新潮文庫、705円＋税）「７３１」
とは、日中戦争から太平洋戦争にかけて中国東北部で、非人道的な人

体実験や生体解剖などを繰り返した、旧日本軍の秘密細菌戦部隊で

す。その存在すら戦後長い間ベールに包まれていたのは、部隊関係者

と米軍との間の取り引きがあったからでした。　米国在住のノンフ

ィクション作家青木冨貴子が石井四郎隊長の直筆ノートをもとに徹

底取材し執筆した本です。終戦の年の秋には石井隊長と米軍高官が親

密になっていた事実には驚かされます。「連合通信・特信版」

た
た
か
え
ば
前
進
す
る

九
州
石
井
運
輸
分
会
の
た
た
か
い

　

総
額
理
論
賃
金
で
年
間

平
均
１
人　

万
円
以
上
の

35

賃
金
引
き
下
げ
・「
合
理
化
」

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
波
乱
の

幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
社
は
、「
運
賃
の
下
落
、

燃
料
費
の
高
騰
、
稼
働
率
の

低
下
に
よ
っ
て
、　

年
か
ら

03

　

年
ま
で
継
続
し
て
累
積

06し
た
赤
字
決
算
を
内
部
留

保
で
補
填
し
た
が
、
限
界
に

達
し
た
の
で
乗
務
員
の
賃

金
を
切
り
下
げ
た
い
。
賃
下

げ
は
即
効
性
が
あ
る
」
と
説

明
し
ま
し
た
。

　

分
会
は
す
ぐ
に
決
算
書

（
損
益
計
算
書
、
貸
借
対
照

表
、
輸
送
計
画
書
）
の
開
示

を
求
め
る
「
質
問
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
が
、
会
社
は

「
荷
主
と
の
輸
送
業
務
委

託
基
本
契
約
書
の
守
秘
義

務
に
該
当
す
る
た
め
、
開
示

で
き
な
い
」
と
し
て
、
口
頭

で
の
説
明
に
と
ど
め
ま
し

た
。

　

分
会
は
、
役
員
会
議
を
経

て
職
場
集
会
を
開
催
し
、「
今

回
の
会
社
提
案
は
労
働
者
へ

の
一
方
的
な
犠
牲
転
嫁
の
み

に
よ
っ
て
経
営
を
維
持
し
、

雇
用
責
任
を
放
棄
す
る
も

の
」
と
し
て
会
社
提
案
を
断

固
拒
否
す
る
と
と
も
に
、「
決

算
書
も
開
示
で
き
な
い
で
は

労
使
間
の
信
頼
関
係
も
築
け

な
い
」
と
意
思
統
一
し
ま
し

た
。

　

交
渉
で
は
、
内
部
留
保
や

経
費
削
減
、
荷
主
へ
の
運
賃

補
填
要
請
を
行
う
こ
と
な
ど

を
一
つ
ひ
と
つ
冷
静
に
分
析

し
な
が
ら
、
経
営
難
に
対
す

る
会
社
の
危
機
管
理
能
力
・

意
識
の
低
さ
を
露
呈
さ
せ
、

提
案
型
運
動
に
取
り
組
み
ま

豊
島
運
送
支
部
大
和
運
輸
興
業
分
会

分
け
る
時
差
出
勤
制
導
入

で
、
早
出
・
残
業
の
大
幅

削
減
／
②
土
曜
日
の
就
業

時
間
を
平
日
と
同
様
と
す

る
こ
と
で
の
残
業
の
大
幅

削
減
／
③
洗
車
時
間
の　
30

分
カ
ッ
ト
／
④
残
業
時
間

の
読
み
取
り
を
５
分
単
位

と
す
る
／
⑤
休
日
出
勤
時

の
早
出
手
当
2
千
円
カ
ッ

ト
／
⑥
夏
季
一
時
金
・
年

末
一
時
金
、
一
律
基
本
額

　

％
カ
ッ
ト

30

社
保
な
し
、
賃
金
カ
ッ
ト
横
行

会
は　

年　

月　

日
に
企
業

07

10

10

内
組
合
を
結
成
し
て
い
ま
し

た
。

　

労
働
者
は
、
早
朝
か
ら
深

夜
ま
で
月
間　

時
間
か
ら
1

80

0
0
時
間
を
越
え
る
過
酷
な

労
働
実
態
が
あ
り
ま
し
た
。

「
仕
事
が
な
け
れ
ば
休
め
」

と
い
わ
れ
賃
金
を
そ
の
分
指

し
引
か
れ
、　

年
の
8
月
に

07

は
数
万
円
に
及
ぶ
一
方
的
な

賃
金
カ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
残
業
単
価
も
「
１
時
間

7
5
0
円
だ
」
と
一
方
的
に

決
め
て
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。
社
会
保
険
に
も
未
加
入

で
す
。
仕
事
中
の
事
故
や
物

損
の
負
担
を
「
5
万
円
の
免

責
金
額
ま
で
払
え
、
イ
ヤ
な

ら
会
社
を
や
め
ろ
」
と
経
営

者
は
ま
っ
た
く
の
や
り
た
い

放
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
た
ま
ら
ず
、
仲
間

た
ち
数
人
で
話
し
合
い
、
企

　

1
月　

日
、
東
京
都
板
橋

26

区
に
あ
る
大
和
運
輸
興
業

（
本
社
＝
練
馬
区
）
に
建
交

労
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
分

　

九
州
石
井
運
輸
分
会
の

　

年
春
闘
は
、
新
社
長
に
代

07わ
っ
て
初
め
て
の
春
闘
と

な
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
団
交
で
は
会
社
提

案
が
次
の
通
り
行
わ
れ
ま
し

た
。①
出
勤
時
間
を
２
種
類
に

豊島運送支部大和運輸興業分会の結成大会（１月26日）

第31回労使共同セミナー
日　程　６月８日（日）13時～９日（月）正午

会　場　香川県ことひら温泉「琴参閣」讃水の館

参加費　１人２万５千円　＊通い参加５千円

記念講演「どうなるどうする世界と日本の経済、

中小企業」（仮題）

講　師　森永卓朗（経済アナリスト・獨協大学教授）

ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ「希望のもてる輸送業界へ

 　　―業界、企業、労組の役割と課題」

　

分
会
員　

人
が
働
く
㈱
三

21

昭
運
輸
（
本
社
＝
神
奈
川
県

伊
勢
原
市
）
は
、
西
濃
運
輸
、

柴
橋
リ
ネ
ン
等
、
一
般
貨
物

を
手
広
く
扱
っ
て
い
る
従
業

員
二
百
数
十
人
の
会
社
で

す
。
実
態
は
、
社
長
の
ワ
ン

マ
ン
経
営
の
同
族
会
社
で

す
。

　

分
会
の
仲
間
は
、　

年
近

20

く
勤
務
し
て
い
る
の
に
有
給

休
暇
は
一
日
も
無
く
、
土
曜

日
も
通
常
勤
務
扱
い
で
し

た
。
１
年
数
か
月
前
に
一
方

的
な
乗
務
変
更
、
賃
金
改
定

を
不
満
に
思
い
地
域
の
労
働

組
合
に
加
盟
し
た
と
こ
ろ
、

会
社
は
直
ち
に
別
組
合
を
立

ち
上
げ
対
抗
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
間
、
県
労
委
へ
の
申

し
立
て
や
、
団
体
交
渉
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
域
の
労
組
か
ら
は
県
労
委

の
進
行
状
況
や
内
容
に
つ
い

て
一
切
知
ら
さ
れ
ず
、
不
満

や
不
安
を
感
じ
、
地
域
労
組

を
脱
退
。建
交
労
に
加
入
し
、

分
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、
茅
ヶ
崎
市
内

16

で
第
一
回
団
体
交
渉
を
行

い
、県
南
支
部
執
行
委
員
長
、

副
委
員
長
、
書
記
次
長
、
分

会
か
ら
数
十
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
会
社
側
は
何
の
権
限

も
無
い
専
務
、
肩
書
き
だ
け

の
部
長
指
導
員
、
社
長
娘
婿

の
配
車
部
長
、
相
談
役
、
労

務
士
の
５
人
出
席
で
、
社
長

は
出
席
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
回
目
の
団
体
交
渉
は
、

２
月　

日
で
、
一
回
目
の
質

26

疑
応
答
の
回
答
が
さ
れ
る
予

定
で
す
。以
前
に
も
ま
し
て
、

専
務
自
ら
企
業
内
組
合
の
勧

誘
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
要
求
実
現
と
一
日

も
早
く
不
当
労
働
行
為
等
が

無
く
な
る
職
場
を
目
指
し
、

団
結
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
県
南
支
部

書
記
次
長　

大
島
信
雄
）

　

２
月
３
日
、
神
奈
川
県
南

支
部
三
昭
運
輸
分
会
の
結
成

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
雪

の
降
る
寒
い
中
、
神
奈
川
労

連
、
建
交
労
神
奈
川
県
本

部
、
神
奈
川
県
南
支
部
の
仲

間
が
集
ま
り
分
会
を
激
励

し
て
く
れ
ま
し
た
。

業
内
労
働
組
合
を
結
成
し
会

社
に
団
体
交
渉
を
申
入
れ
ま

し
た
が
、
ま
っ
た
く
応
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

板
橋
区
労
連
に
相
談
に
行
き

建
交
労
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
数
人
だ
っ
た
組
合
員
が

過
半
数
の　

人
に
ま
で
増

13

え
、
建
交
労
へ
の
加
盟
と
豊

島
運
送
支
部
に
所
属
す
る
臨

時
大
会
で
は
新
た
な
分
会
体

制
や
運
動
方
針
も
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
会
社

に
団
体
交
渉
を
申
入
れ
、
法

律
を
遵
守
さ
せ
安
心
し
て
働

け
る
職
場
づ
く
り
に
全
力
を

尽
く
す
決
意
で
す
。（
東
京
ト

ラ
ッ
ク
部
会
部
会
長　

三
浦

健
太
郎
）

　
（
３
月
４
日
ま
で
に
３
回

の
団
交
を
開
き
、
掲
示
板
設

置
と
就
業
規
則
開
示
の
同
意

を
得
ま
し
た
。
諸
要
求
で
団

交
を
継
続
し
ま
す
。）

し
た
。
ま
た
、
相
手
組
合

（
上
部
団
体
を
持
た
な
い

単
独
労
組
）
と
初
め
て
合
同

役
員
会
議
を
も
ち
、
闘
争
方

向
や
現
状
認
識
の
一
致
を

は
か
り
ま
し
た
。

　

一
時
金
交
渉
で
は
、
妥
結

ま
で
の
支
給
日
延
長
を
全

社
員
に
適
用
さ
せ
、　

回
に

11

神
奈
川
県
南
支
部
三
昭
運
輸
分
会

　

年
勤
続
、
有
給
休
暇
な
し

20

お
よ
ぶ
団
交
・
事
務
折
衝
を

経
て
、
す
べ
て
の
会
社
提
案

の
全
面
撤
回
を
実
現
し
ま
し

た
。

　

こ
の
時
点
で
改
め
て
組
合

の
春
闘
要
求
に
つ
い
て
交
渉

を
行
い
、
次
の
通
り
と
な
り

ま
し
た
。

①
年
功
給
千
円
／
月
ア
ッ

プ
／
② 
一
時
金
、
夏
季
・

年
末
各
2
千
円
ア
ッ
プ
／

③ 
休
日
手
当
（
早
出
を
し

な
く
て
も
出
勤
者
全
員
）

千
円
支
給
／
④ 
そ
の
他

５
項
目
の
労
働
条
件
の
改

善
・
会
社
努
力
の
協
定

　

こ
の
他
、
福
岡
県
本
部
集

団
交
渉
統
一
要
求
協
定
と

付
帯
要
求
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
今
回
初
め
て
会
社

か
ら
「
軽
油
引
取
税
暫
定
税

率
増
税
分
撤
廃
」
団
体
署
名

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

分
会
で
は
、「
幹
部
請
負

に
な
ら
ず
、
組
合
員
1
人
ひ

と
り
が
組
織
決
定
事
項
を

守
り
、
妥
協
は
許
さ
ず
要
求

は
必
ず
勝
ち
取
る
決
意
と
、

安
易
な
賃
下
げ
提
案
は
絶

対
に
認
め
な
い
姿
勢
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き

た
」
と
総
括
し
ま
し
た
。（
福

岡
合
同
支
部
副
委
員
長　

都
筑
孝
史
）

　

福
岡
合
同
支
部
九
州
石
井
運
輸
分
会
（
椎
葉
哲
雄
分
会
長
、
組
合
員　

人
）
は

18

　

春
闘
で
、
賃
金
・
労
働
条
件
引
き
下
げ
の
供
逆
提
案
僑
を
受
け
ま
し
た
が
、　

07

11

回
に
わ
た
る
団
交
、
相
手
組
合
と
の
共
闘
で
会
社
提
案
を
撤
回
さ
せ
、
逆
に
賃
上

げ
・
一
時
金
ア
ッ
プ
を
獲
得
し
ま
し
た
。
た
た
か
い
の
経
験
と
教
訓
を
ま
と
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。

神奈川県南支部三昭運輸分会の結成大会（２月３日）

九州石井運輸分会の大会。中央は力説する椎葉哲雄分会長

2月20日現在

県名 ① ② ③ ④ ⑤
北海道 1 24 24 4  - 
道　南 44 272  -  6 51
青　森 18 581  -  6  - 
岩　手 2 41 44 17  - 
宮　城  -  80  -   -   - 
秋　田 24 351 4  -  23
山　形  -   -   -  1 1
福　島  -  115 1  -   - 
茨　城  -  5  -   -   - 
栃　木 16 646  -  1  - 
群　馬 2 25 76 1 14
埼　玉 70 723 107 5 68
埼玉南  -  705  -  2  - 
千　葉  -  143 8 1 7
東　京 50 394 743 46 53
神奈川 55 685 105 6 34
山　梨  -   -   -  1  - 
新　潟 1 25  -   -   - 
石　川 2 77  -   -   - 
富　山  -   -  14  -   - 
長　野 4 101  -   -   - 
静　岡 202 1,958 421 9 182
愛　知 115 3,493 457 47 148
三　重 3 5 33  -  7
滋　賀 23 369 25  -  21
京　都 93 872 176  -  72
大　阪 281 2,295 53 3 251
兵　庫 30 101 53 2  - 
和歌山 2 25 26 1 62
鳥　取 22 429 5 9 68
島　根  -  5  -   -   - 
広　島 79 165 23 15  - 
山　口 1 5  -   -   - 
徳　島  -   -   -  1  - 
香　川  -   -   -  1  - 
愛　媛  -  1,308  -  1  - 
高　知 5 50  -   -   - 
福　岡 48 1,743 144 16  - 
佐　賀  -   -   -  1  - 
長　崎 11 23 1  -   - 
沖　縄  -   -  9  -   - 
その他 4 9 35 4 94
　計 1,208 17,848 2,594 207 1,156

署名・アンケート到達状況

①
軽
油
引
取
税
暫
定
税
率
撤
廃
団
体
署
名　

②
同
個
人
署
名　

③
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト　

④
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き　

⑤
取
引
動
向
ア
ン
ケ
ー
ト


